
耕作しなくなった農地で市民農園を開設してみませんか？ 

 

市民農園は、市民の方がレクリエーションや自家用野菜づくりを目的として、小面積の

農地を利用して野菜を育てる農園です。 

利用者が代わりに耕作をするため遊休荒廃農地の活用や、発生の防止に繋がります。 

この市民農園では、農園開設者と農園を利用する方が直接契約を結んで頂きます。 

 

１．農園利用方式による方法 

農園利用方式とは、農地の貸し借りを行わず、開設者が農地で耕作を行い、利用者は

その農作業の一部を体験する方式です。 

①.開設の要件（農園利用方式） 

（１）農地の貸借手続きが不要で手軽に始めることができます。 

（２）営利目的ではない農作物の栽培の農作業体験を目的とします。 

②.メリット（農園利用方式） 

（１）農地を貸し出すのではなく、利用者に農作業を体験してもらう形式なので、 

農地法などの規制を受けにくいです。 

（２）自ら農業経営を行いながら、市民農園を開設できます。 

（３）農地を区画割りして貸し出す必要がなく、開設手続きが比較的簡単です。 

（４）利用料を設定することで、収入を得ることができます。 

２．特定農地貸付法による方法 

特定農地貸付法とは一定の条件を満たす農地を、農業者以外の人に営利を目的としな

い農作物の栽培のために貸し出すことを言います。主に市民農園を開設する際に利用す

る方式です。 

①.開設の要件（特定農地貸付法） 

（１）10a 未満の農地を対象とし、複数の区画において複数の者を農園利用の対象と 

します。 

（２）概ね５年間継続して開園できます。 

（３）営利目的ではない農作物の栽培のために貸し付けます。 

（４）樹木及び多年性植物は栽培できません。 

②.メリット（特定農地貸付法） 

（１）農地法の権利移動の許可等が不要です。 

（２）自ら農業経営を行えなくなった遊休農地の活用ができます。 

（３） 農地を区画割りして利用者に貸付を行うことにより、収入を得ることができます。 

 

 

 

詳しくはホームページをご覧ください。 

何かありましたら下記の連絡先まで連絡ください。 

↓名張市のホームページ    

名張市 産業部 農林資源室 

TEL：0595-63-7625 

E-mail：nourin@city.nabari.lg.jp 

http://#

